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ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体

化
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
に

要
す
る
経
費
と
し
て
一
般
管
理
事

務
費
３
４
２
万
５
０
０
０
円
を
増

額
し
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
国

庫
支
出
金
の
財
源
を
措
置
す
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額

は
６
４
億
６
８
７
２
万
５
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
６
年
度
逗
子
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

今
回
の
補
正
は
、
下
水
道
事
業

会
計
の
安
定
的
な
事
業
運
営
と
業

務
の
効
率
化
を
実
現
す
る
た
め
、

新
た
に
事
業
補
佐
業
務
を
委
託
す

る
必
要
が
あ
り
、
収
益
的
収
入
は

５
８
万
３
０
０
０
円
を
、
収
益
的

支
出
は
３
０
４
万
７
０
０
０
円
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の
で
す
。

人

事

案

件

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

賛
成
）

　

氏
名　

中
澤　

洋
氏�[

再
任]

　

任
期　

３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

賛
成
）

　

氏
名　

梅
原　

三
枝
氏[

新
任]

　

任
期　

３
年

円
、
令
和
６
年
度
か
ら
定
期
接
種

と
な
る
高
齢
者
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る

た
め
の
経
費
と
し
て
成
人
等
保
健

事
業
１
億
３
６
８
０
万
８
０
０
０

円
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合

計
は
６
億
８
２
８
９
万
１
０
０
０

円
の
増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合

う
歳
入
は
国
庫
支
出
金
等
の
財
源

で
措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
予
算
の
総
額
は
２
４
１
億
３
６

２
８
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

▼
令
和
６
年
度
逗
子
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
…
原
案
可
決
（
賛

成
多
数
）

　

今
回
の
補
正
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

４
億
５
３
３
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

▼
逗
子
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…

原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

こ
ど
も
基
本
法
の
施
行
に
伴
い
、

会
議
の
所
掌
事
項
等
に
つ
い
て
、

改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

▼
令
和
６
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
…
原
案

可
決
（
全
員
賛
成
）

　

今
回
の
補
正
は
、
令
和
６
年
税

制
改
革
に
伴
う
所
得
税
定
額
減
税

及
び
児
童
手
当
の
拡
充
に
対
応
し

た
給
与
支
給
、
年
末
調
整
を
実
施

す
る
た
め
、
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム

の
改
修
に
要
す
る
経
費
と
し
て
人

事
管
理
経
費
４
３
６
万
９
０
０
０

議
案
の
審
議
結
果

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認
（
全
員
賛
成
）

　

令
和
６
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
国
の

経
済
対
策
と
し
て
令
和
６
年
度
に

行
わ
れ
る
定
額
減
税
に
お
い
て
減

税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
者

に
対
す
る
調
整
給
付
金
等
の
給
付

を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

生
活
支
援
金
支
給
事
業
４
億
７
０

８
７
万
９
０
０
０
円
を
計
上
し
、

こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
国
庫
支
出

金
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
予
算
の
総
額
は
２
３

一般会計補正予算など５議案を可決
13人の議員が市政一般について質す

第２回定例会（６月６日～２０日）

　

令
和
６
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
定
期
接
種
と
な
る
高
齢
者
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
成
人
等
保
健
事
業
の
増
額
な
ど
を
内
容
と
す
る
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

な
ど
市
長
提
出
の
５
議
案
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

の
諮
問
２
件
、
陳
情
４
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
５
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可

決
、
諮
問
２
件
は
異
議
な
い
旨
答
申
、
陳
情
２
件
を
了
承
、
２
件
を
不
了
承
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
18
日
、
19
日
、
20
日
の
３
日
間
、
市
政
一
般
に
つ
い
て
13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
に
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
１
件
、
決
議
案
１
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要
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が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
国
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
切

望
す
る
。
１　

小
学
校
同
様
、
中

学
校
に
お
い
て
も
35
人
以
下
学
級

を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
２　

35
人
以
下
学
級
、
小
学
校
に
お
け

る
教
科
担
任
制
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
既
に
配
当
さ
れ
て
い
る
加

配
定
数
を
堅
持
し
た
上
で
、
教
職

員
定
数
を
増
員
し
対
応
す
る
こ
と
。

３　

教
育
予
算
充
実
の
た
め
、
地

方
交
付
税
を
含
む
国
の
予
算
を
拡

充
す
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
「
陳
情
の
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
」

に
関
す
る
陳
情

　

工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
陳
情
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
対
応
を
早
期
に

検
討
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
、
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

桑
原
泰
恵
議
員
が
辞
職

　

桑
原
泰
恵
議
員
か
ら
匂
坂
議
長

に
、
議
員
を
辞
職
し
た
い
旨
の
願

い
出
が
あ
り
、
議
長
は
令
和
６
年
８

月
16
日
付
け
で
、
許
可
し
ま
し
た
。

と
。
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、
特

別
交
付
税
の
減
額
措
置
を
廃
止
す

る
こ
と
。
６　

公
共
交
通
専
任
担

当
者
の
積
極
的
な
確
保
な
ど
を
含

め
た
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。
ま

た
、
地
域
公
共
交
通
の
一
層
の
施

策
充
実
を
図
る
こ
と
。
７　

地
方

交
付
税
の
財
源
保
障
・
財
政
調
整

機
能
の
強
化
を
図
り
、
地
方
公
共

団
体
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
講

じ
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
逗
子
市
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
の
制
定
に
関
す
る

陳
情

　

逗
子
被
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

長　

丸
山
浩
之
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
で
、
生
活
支
援
、
福
祉

支
援
を
柱
と
し
た
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定
を
切
望
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
お
よ

び
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

２
０
２
５
年
度
政
府
予
算
に
つ

い
て
の
陳
情

　

三
浦
半
島
地
区
教
職
員
組
合
執

行
委
員
長　

中
澤
謙
介
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
次
の
事
項

業
計
画
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
た

も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情

　

公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
地
方

自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長　

佐
野

充
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、

次
の
事
項
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
切
望
す
る
。
１　

地
方
公

共
団
体
の
行
政
需
要
を
的
確
に
算

定
し
、
行
政
体
制
の
人
件
費
を
含

め
た
一
般
財
源
の
充
実
を
行
う
こ

と
。
２　

地
域
社
会
の
社
会
保
障

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
制
度
と
人

材
が
継
続
的
に
確
保
育
成
で
き
る

財
源
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
３　

地
方
交
付
税
の
法
定
税
率
の
引
上

げ
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
所
得
税

及
び
消
費
税
を
対
象
に
地
方
税
へ

の
税
源
移
譲
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
。
４　

会
計
年
度
任
用
職
員
へ

の
勤
勉
手
当
の
支
給
を
含
め
、
雇

用
の
安
定
と
処
遇
の
改
善
が
図
れ

る
よ
う
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。

５　

特
別
交
付
税
の
配
分
に
当
た

り
、
諸
手
当
等
の
支
給
水
準
が
国

の
基
準
を
超
え
て
い
る
自
治
体
に

対
し
て
減
額
措
置
を
行
わ
な
い
こ

事
業
に
つ
い
て
令
和
６
年
度
に
予

算
を
繰
り
越
し
た
た
め
、
報
告
さ

れ
た
も
の
で
す
。

▼
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

　

土
地
開
発
公
社
に
お
け
る
令
和

５
年
度
の
決
算
並
び
に
令
和
６
年

度
事
業
計
画
・
予
算
及
び
資
金
計

画
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▼
公
益
財
団
法
人
逗
子
市
渡
邉
利

三
奨
学
金
財
団
の
経
営
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

　

公
益
財
団
法
人
逗
子
市
渡
邉
利

三
奨
学
金
財
団
の
２
０
２
３
年
度

事
業
報
告
及
び
２
０
２
４
年
度
事

報

告

事

項

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　
（
継
続
費
の
逓
次
繰
越
し
）

　

令
和
５
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

予
算
の
う
ち
、
継
続
費
に
よ
り
実

施
す
る
学
校
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
令
和
６
年
度
に
予
算
を
繰
り

越
し
た
た
め
、
報
告
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▼
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　
（
繰
越
明
許
費
）

　

令
和
５
年
度
逗
子
市
一
般
会
計

予
算
の
う
ち
、
繰
越
明
許
費
の
設

定
を
し
た
人
事
管
理
経
費
ほ
か
７

市議会第２回定例会日程概要
6月3日 議会運営委員会（議事日程等協議）

6日 本会議（第１日）会期を６月20日までの15日間
と決定、一部議案の採決、議案等委員会付託
議会運営委員会（陳情の審査・採決）

7日 教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

10日 総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

11日 指定放課後等デイサービス事業所海山時間の
不正請求等に関する調査特別委員会（調査）
基地対策特別委員会（調査）

17日 議会運営委員会（追加案件協議）

18日 本会議（第２日）議案の委員長報告・採決、
陳情審査の結果報告、一般質問

19日 本会議（第３日）一般質問

20日 本会議（第４日）一般質問、追加案件の採決、
意見書案・決議案の採決
議会運営委員会（追加案件協議）
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一
般
質
問
の
要
旨

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

●
●
●
●
○
●
●
●
●
○

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の録画をご覧いただけます。� ※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

と
も
人
災
に
見
え
、
今
後
も

甚
大
化
す
る
風
災
害
時
代
に

お
い
て
対
策
条
例
等
の
必
要

性
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

管
理
監
督
者
で
な
い

市
が
事
前
に
情
報
を
つ
か
む

こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、

今
後
同
様
の
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
関
係
機
関
と
の

調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
鳥
獣
被
害

（
特
に
カ
ワ
ウ
）
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

法
改
正
案
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

条
約
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
改
正
の
３

点
で
あ
る
。
今
後
の
市
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

例
え
ば
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
関
し
て
は
、
大
規
模
な
災

害
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
特

に
必
要
な
場
合
、
国
が
地
方

自
治
体
に
必
要
な
指
示
が
で

き
る
特
例
を
規
定
す
る
も
の

で
あ
り
、
本
市
へ
の
影
響
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
法
改
正
等
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
情
報
収
集
に

努
め
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

強
風
災
害
に

独
自
の
対
応
を

問　

５
月
30
日
、
花
火
大
会

当
日
の
昼
、
銀
座
通
り
の
旧

か
な
が
わ
信
用
金
庫
の
解
体

作
業
現
場
で
囲
い
板
の
崩
落

事
故
が
起
き
た
が
、
３
か
月

ほ
ど
前
に
も
逗
子
・
葉
山
駅

前
の
解
体
作
業
場
で
同
様
の

事
故
が
起
き
て
い
る
。
二
つ

詐
欺
事
件
と
し
て

刑
事
告
訴
を

問　

海
山
時
間
の
不
正
請
求

に
つ
い
て
、
対
象
事
業
者
が

指
定
取
消
し
と
い
う
重
い
処

分
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
返

還
金
及
び
加
算
金
の
納
付
が

完
了
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

対
象
保
護
者
の
負
担
が
見
込

ま
れ
る
と
い
っ
た
理
由
か
ら

現
時
点
で
刑
事
告
訴
は
考
え

て
い
な
い
と
市
長
か
ら
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
今
後
議
会
で

決
議
を
上
げ
て
可
決
さ
れ
た

場
合
で
も
刑
事
告
訴
し
な
い

の
か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長　

市
議
会
に
お
い

て
、
決
議
と
い
う
形
で
議
会

の
意
思
が
表
明
さ
れ
た
場
合

に
は
、
刑
事
告
訴
に
つ
い
て

改
め
て
検
討
を
要
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

重
要
法
案
等
の

市
へ
の
影
響
は
？

問　

保
守
系
の
住
民
か
ら
街

頭
で
も
ら
う
声
で
最
近
圧
倒

的
に
多
い
の
が
、
地
方
自
治

改
善
の
た
め
に
壁
や
移
動
式

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

教
育
長　

現
在
、
省
電
力
、

高
機
能
エ
ア
コ
ン
設
備
へ
の

更
新
を
検
討
し
て
い
る
が
、

十
分
な
効
果
を
得
る
た
め
に

は
、
建
具
の
設
置
等
も
有
効

と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
空

調
設
備
の
入
替
え
を
行
い
、

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
池
子
問
題
、

逗
子
７
丁
目
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
築
工
事
、
市
内
の
道
路
、

逗
子
高
校
跡
地
利
用
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
は
、

調
査
と
責
任
追
及
か
ら

無
会
派
　
平
野
　
和
之
　
議
員

総
合
的
病
院
誘
致
、
安
心
安
全
な

逗
子
海
岸
に
取
り
組
め
！

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
菊
池
　
俊
一
　
議
員

総
合
的
病
院
誘
致
は
市
民

の
願
い
。
実
現
を
！

問　

三
浦
半
島
医
療
圏
内
の

不
足
病
床
数
を
考
え
る
と
、

急
性
期
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず

回
復
期
も
含
め
た
病
床
数
の

確
保
が
現
実
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
逗
子
の
地
域

医
療
検
討
会
の
中
間
と
り
ま

と
め
が
出
た
時
点
で
の
地
域

医
療
の
充
実
と
は
、
回
復
期

か
ら
慢
性
期
の
機
能
を
有
し

た
総
合
と
は
呼
ば
な
い
病
院

を
、
沼
間
３
丁
目
の
土
地
に

誘
致
す
る
こ
と
な
の
か
。

市
長　

市
と
し
て
は
、
検
討

会
の
最
終
報
告
を
踏
ま
え
て

地
域
医
療
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
検
討
す
る
中
で
、
ど
の
よ

う
な
病
院
の
機
能
が
必
要
か

判
断
し
て
い
き
た
い
。

逗
子
海
岸
の
養
浜
に
よ
る

石
こ
ろ
の
除
去
を
！

問　

神
奈
川
県
が
逗
子
海
岸

で
養
浜
事
業
を
実
施
し
て
い

る
が
、
田
越
川
か
ら
し
ゅ
ん

せ
つ
し
た
砂
の
中
に
無
数
の

石
こ
ろ
が
含
ま
れ
、
以
前
は

素
足
で
遊
べ
て
い
た
東
浜
は

石
こ
ろ
だ
ら
け
に
な
っ
て
い

る
。
県
に
無
数
の
石
こ
ろ
の

除
去
対
策
を
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長　

逗
子
海
岸
は
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
年
間
を
通
じ

て
利
用
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
現
在
砂
浜
に
あ

る
石
こ
ろ
の
撤
去
、
そ
し
て

今
後
の
養
浜
工
事
で
は
石
こ

ろ
が
で
き
る
だ
け
残
ら
な
い

よ
う
、
県
へ
の
働
き
か
け
を

し
て
い
き
た
い
。

逗
子
小
の
教
室
に
壁
を
、

予
算
化
を
求
め
る
！

問　

こ
れ
ま
で
逗
子
小
学
校

の
教
室
と
廊
下
に
壁

が
な
い
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、

児
童
が
授
業
に
集
中

で
き
な
い
な
ど
の
問

題
点
を
指
摘
し
て
き

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
た
現
在
、

児
童
の
教
育
環
境
の

不
正
請
求
の
概
要

（
市
H
P
よ
り
）

逗
子
海
岸
の
石
こ
ろ
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つ
い
て
は
、
足
元
で
目
立
た

な
い
と
の
御
指
摘
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
ま
た
、
車
両
が

通
行
す
る
場
所
で
は
、
劣
化

が
早
く
維
持
管
理
に
も
課
題

が
あ
る
と
い
う
認
識
は
持
っ

て
い
る
。
御
指
摘
の
避
難
誘

導
標
識
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

設
置
す
る
場
所
や
形
状
を
含

め
て
路
面
シ
ー
ト
と
の
比
較

検
討
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
学
校
図
書
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

と
聞
い
て
い
る
が
、
学
校
教

育
に
理
解
の
あ
る
地
域
の
方

に
教
育
現
場
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

学
校
の
課
題
は
学

校
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
時

代
に
来
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
を
順
次
設
置
し
て
、
地
域

の
教
育
力
を
活
用
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た

め
に
、
地
域
の
専
門
性
の
あ

る
、
ま
た
地
域
の
元
々
あ
る

力
を
取
り
入
れ
学
校
の
本
来

あ
る
べ
き
姿
を
取
り
戻
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

逗
子
海
岸
の
津
波
対
策

避
難
誘
導
標
識
が
有
効

問　

遠
く
か
ら
で
も
認
識
で

き
る
信
号
機
ほ
ど
の
高
さ
が

あ
る
避
難
誘
導
標
識
が
有
効

で
あ
り
、
設
置
を
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

避

難
経
路
表
示
路
面
シ
ー
ト
に

39
歳
以
下
の
乳
が
ん
検

診
に
エ
コ
ー
検
査
を
！

問　

エ
コ
ー
検
査
は
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
効
果

が
得
ら
れ
に
く
い
と
言
わ
れ

て
い
る
若
年
層
に
も
有
効
と

考
え
ら
れ
、
受
診
率
ア
ッ
プ

の
効
果
を
考
え
て
も
、
エ
コ

ー
検
査
の
導
入
は
、
若
年
層

の
乳
が
ん
検
診
に
必
要
で
は

な
い
か
。
導
入
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

福
祉
部
長　

現
在
、
市
内
近

郊
で
検
査
が
で
き
る
医
療
機

関
が
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

検
査
費
用
に
つ
い
て
若
干
視

触
診
単
独
よ
り
か
か
る
の
で
、

引
き
続
き
視
触
診
単
独
の
若

年
層
の
検
診
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
受
診
率
が
上
が
っ
て

い
か
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、

別
の
方
法
を
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
。

支
援
教
育
を
担
う
教
師

養
成
に
責
任
を
持
て
！

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
準
備
協
議
会
が
始
ま
る

共
生
社
会
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
形
成　

学
校
現
場
で
模
範
を

公
明
党
逗
子
市
議
団
　
田
幡
　
智
子
　
議
員

市
長　

十
分
な
説
明
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

修
正
と
い
う
結
果
に
な
っ
た

が
、
今
と
な
っ
て
は
改
め
て

考
え
る
機
会
を
も
ら
っ
た
と

前
向
き
に
考
え
て
い
る
。
こ

れ
で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、

市
の
現
状
等
を
様
々
な
と
こ

ろ
か
ら
把
握
し
、
市
内
各
地

域
の
実
状
を
踏
ま
え
て
公
共

交
通
事
業
者
な
ど
と
も
調
整

を
行
い
な
が
ら
、
市
で
取
り

組
む
べ
き
方
向
性
や
施
策
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
逗
子
海
岸
、

民
泊
事
業
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

津
波
等
の
避
難
路
が
土
砂
の

崩
落
に
よ
り
侵
食
さ
れ
、
今

な
お
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

崖
崩
れ
後
の
指
導
は

指
導
を
行
う
立
場
の
神
奈
川

県
に
一
本
化
し
て
い
る
。
土

地
所
有
者
に
は
県
を
通
し
て

市
の
意
向
も
伝
え
て
い
る
が

市
、
県
、
土
地
所
有
者
の
三

者
で
具
体
的
な
対
応
を
協
議

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
早

急
に
崖
地
の
安
全
対
策
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

交
通
弱
者
解
決
は
地
域

高
齢
者
移
動
手
段
確
保

問　

第
１
回
定
例
会
で
当
初

予
算
が
修
正
可
決
と
な
っ
た

が
、
修
正
と
な
っ
た
部
分
は

市
長
が
公
約
と
し
て
掲
げ
て

い
る
、
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
へ
の
第
一
歩
と
な
る

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
実
証
実
験
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
、
市
長
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
た
の
か
。

李
下
に
冠
を
正
さ
ず

経
営
に
関
与
か
。

問　

同
僚
議
員
の
配
偶
者
が

代
表
管
理
者
を
務
め
る
指
定

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
海
山
時
間
の
不
正
請
求

は
、
本
市
を
含
め
た
自
治
体

の
公
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
非

常
に
悪
質
な
事
件
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

市
長　

市
民
に
利
用
さ
れ
て

き
た
事
業
所
の
閉
所
は
誠
に

遺
憾
で
あ
り
、
不
正
請
求
等

は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
県
が
指
定
取
消
し

し
た
処
分
は
や
む
を
得
な
い

と
考
え
る
。
利
用
し
て
い
た

方
々
に
他
の
事
業
所
を
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
相
談

支
援
事
業
所
と
連
携
し
な
が

ら
今
後
も
支
援
し
て
い
く
。

新
宿
四
丁
目
崖
地
解
決

の
話
合
が
ス
タ
ー
ト
か

問　

２
０
２
０
年
、
二
度
に

わ
た
る
崖
崩
れ
に
よ
る
大
量

の
土
砂
の
崩
落
が
あ
っ
た
。

議
員
は
市
民
の
声
を
市
政
に
届
け

反
映
し
財
政
を
監
視
す
る
役
割
！

無
会
派
　
佐
藤
　
恵
子
　
議
員

海
の
上
は
、
地
震
に
気
づ
き

に
く
い

議
員
は
道
徳
心
を
持
っ
て

仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
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こ
ど
も
計
画
に
子
ど
も

の
意
見
の
反
映
を

問　

こ
ど
も
計
画
へ
子
供
の

意
見
の
反
映
さ
せ
る
方
法
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

教
育
部
担
当
部
長　

子
供
の

意
見
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、

そ
れ
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
に
法
律
上
も
規
定
し
て

お
り
、
今
後
そ
の
手
法
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
く
と
国
の

通
知
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

幼
児
期
か
ら
就
学
期
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を

問　

幼
保
小
の
９
年
間
で
目

指
す
子
供
像
を
共
通
に
持
つ

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
長　

幼
保
小
の
連
携
の

中
で
ど
の
よ
う
な
子
供
を
育

て
て
い
き
た
い
か
、
共
通
認

識
を
持
つ
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
て
い
る
中
で
の

情
報
が
、
し
っ
か
り
と
共
有

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り

効
果
が
薄
く
な
る
結
果
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
を
危

惧
し
て
い
る
の
で
、
各
年
代

層
の
発
達
段
階
に
備
え
た
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

ど
の
学
校
で
も
差
が
な
い
よ

う
な
共
通
理
解
を
図
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

認
識
の
共
有
は
十
分
と
は
言

え
な
い
現
状
で
あ
る
の
で
、

再
度
連
携
を
深
め
る
た
め
の

取
組
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

子
育
て
施
設
の
防
災
や

災
害
時
の
対
応
は

問　

被
災
し
て
い
な
い
子
育

て
施
設
を
避
難
所
に
い
る
子

供
た
ち
の
息
抜
き
の
場
と
し

て
利
活
用
す
る
事
例
が
あ
る
。

平
時
の
と
き
に
、
こ
れ
を
見

据
え
た
取
組
、
検
討
、
準
備

が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

教
育
部
担
当
部
長　

体
験
学

習
施
設
を
含
め
て
、
被
災
後

の
施
設
の
安
全
、
職
員
の
確

保
が
で
き
れ
ば
、
可
能
な
限

り
提
供
し
て
い
き
た
い
。
ふ

れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
の
開
設
に

つ
い
て
は
、
学
校
と
の
協
議

が
必
要
で
あ
り
、
学
校
と
連

携
し
て
行
っ
て
い
く
。
体
験

学
習
施
設
は
、
災
害
発
生
以

降
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
の
対
応
施
設
と
な
る

の
で
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
の

開
館
に
な
る
。
保
育
園
等
は
、

利
用
者
が
い
る
の
で
、
通
常

時
の
時
間
帯
で
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
ま
ず
念
頭
に
行
っ
て

い
く
。

交
通
不
便
地
域
解
消
待
っ
た
な
し

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
を

無
会
派
　
橋
爪
　
明
子
　
議
員

て
、
県
内
で
先
行
し
て
実
施

し
て
い
る
自
治
体
等
を
参
考

に
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ど
こ
で
実
施
す
る
の
か
、
ど

う
い
う
方
た
ち
に
教
え
て
い

た
だ
く
の
か
と
い
う
こ
と
も

課
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
て

い
る
他
市
の
現
状
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
保
育
園
民
営

化
方
針
、
逗
子
海
岸
・
海
水

浴
場
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た

拡
充
し
、
高
齢
者
の
足
の
確

保
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

ふ
れ
あ
い
パ
ス
購
入

助
成
事
業
は
、
高
齢
者
の
外

出
機
会
の
拡
大
、
社
会
参
加
、

健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て
お

り
、
令
和
５
年
度
よ
り
実
施

し
た
事
業
で
あ
る
。
制
度
を

実
施
し
て
ま
だ
間
も
な
い
た

め
、
制
度
の
拡
大
等
に
つ
い

て
は
、
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
に
合
わ
せ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

学
習
支
援
を
事
業
化
し

貧
困
対
策
の
拡
充
図
れ

問　

生
活
保
護
世
帯
の
学
習

支
援
に
つ
い
て
、
対
象
を
生

活
保
護
世
帯
に
限
ら
ず
生
活

困
窮
世
帯
へ
拡
大
し
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
位

置
付
け
て
、
事
業
化
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
捉
え
て
い
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
担
当
部
長　

生
活
困

窮
の
家
庭
で
、
子
供
の
学
習

支
援
や
保
護
者
か
ら
の
相
談

等
に
対
応
す
る
制
度
に
つ
い

法
定
協
議
会
を
設
置
し

体
制
強
化
で
具
体
化
を

問　

法
定
の
協
議
会
を
設
置

し
、
地
域
公
共
交
通
計
画
を

作
成
し
具
体
化
し
て
い
く
取

組
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

環
境
都
市
部
長　

市
全
体
の

地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
た

め
に
は
、
既
存
の
道
路
交
通

法
に
基
づ
く
地
域
公
共
交
通

会
議
で
は
所
掌
し
切
れ
な
い

の
で
、
地
域
公
共
交
通
の
活

性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
法
定
の
協
議
会

を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
今
年
度
中
に
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
来
年
度
か
ら

２
年
間
か
け
て
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

当
面
す
る
困
難
の
解
消

タ
ク
シ
ー
券
の
補
助
を

問　

ふ
れ
あ
い
パ
ス
の
補
助

額
と
同
額
で
タ
ク
シ
ー
券
も

補
助
対
象
と
し
、
ど
ち
ら
か

を
選
択
で
き
る
よ
う
制
度
を

連
携
体
制
を
強
化
し
た
子
育
て

支
援
を

無
会
派
　
桑
原
　
泰
恵
　
議
員

逗
子
市
内
に
あ
る
子
育
て

施
設

茨
城
県
境
町
の
自
動
運
転

バ
ス
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化
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も

下
水
道
管
の
損
傷
に
よ
り
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
稼
働
率

が
下
が
る
こ
と
を
想
定
す
る

と
、
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
を

更
に
進
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

指

摘
の
と
お
り
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
設
置
も
含
め
、
携
帯

ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
そ
の
必

要
性
は
十
分
に
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、

備
蓄
に
つ
い
て
拡
充
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

投
票
し
や
す
い

環
境
整
備
に
つ
い
て

問　

障
が
い
が
あ
る
方
や
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
が
安
心

し
て
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で
き

る
よ
う
、
他
の
自
治
体
で
は

投
票
支
援
カ
ー
ド
を
活
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
視
覚
障
が

い
が
あ
る
方
が
自
筆
で
記
入

で
き
る
よ
う
投
票
用
紙
記
入

補
助
具
を
活
用
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
本
市
で
導

入
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長　

投

票
支
援
カ
ー
ド
は
県
内
の
自

治
体
で
も
既
に
導
入
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、

投
票
用
紙
記
入
補
助
具
は
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
有

効
で
あ
る
と
の
案
内
を
受
け

て
い
る
。
ど
ち
ら
も
次
回
選

挙
か
ら
導
入
を
考
え
て
い
る
。

大
規
模
災
害
に
備
え
る

備
蓄
の
推
進
に
つ
い
て

問　

今
回
の
能
登
半
島
地
震

で
は
下
水
道
管
の
損
傷
も
あ

り
、
ト
イ
レ
の
問
題
が
顕
在

子
宮
頸
が
ん
予
防
は

ワ
ク
チ
ン
と
検
診
で

問　

国
は
、
今
年
度
か
ら
市

町
村
が
実
施
す
る
子
宮
頸
が

ん
検
診
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
遺
伝
子
検

査
を
組
み
込
む
こ
と
を
認
め

て
お
り
、
結
果
に
よ
り
５
年

に
一
度
の
検
査
と
な
る
た
め
、

受
診
者
負
担
の
軽
減
と
受
診

率
向
上
が
期
待
で
き
る
。
導

入
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

福
祉
部
長　

導
入
に
当
た
っ

て
は
、
精
度
管
理
の
た
め
医

療
機
関
と
の
連
携
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
、
市
側
と
し
て

は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
陽
性
、

陰
性
に
分
け
て
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

応
じ
た
案
内
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
。
国
の
説
明
会
が
未
実

施
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
コ
ス
ト
、

負
担
軽
減
の
割
合
、
精
度
等

比
較
し
た
上
で
、
総
合
的
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。

え
て
い
る
の
か
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

今

年
度
の
防
災
訓
練
は
昨
年
度

と
同
様
に
、
地
域
と
市
で
設

置
す
る
地
区
防
災
拠
点
と
の

連
携
体
制
の
構
築
に
向
け
た

訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に

地
域
の
特
性
や
実
情
に
応
じ

た
訓
練
も
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
地
域
と
連
携

し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
訓

練
を
実
施
し
て
い
く
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
自
転
車
の
安

全
運
転
と
マ
ナ
ー
向
上
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

が
必
要
と
考
え
る
が
、
考
え

を
伺
う
。

市
長　

高
齢
者
が
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
場
所
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
送
れ
る
よ
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
域
資

源
を
活
用
し
た
支
援
を
継
続

的
に
提
供
す
る
体
制
構
築
に

向
け
た
創
意
工
夫
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
く
。

地
域
性
を
重
視
し
た

防
災
訓
練
に
つ
い
て
問
う

問　

各
小
学
校
区
で
行
っ
て

い
る
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、

同
じ
訓
練
内
容
で
あ
り
、
こ

れ
で
は
実
際
の

災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
十

分
に
機
能
で
き

な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

地
域
性
を
重
視

し
た
訓
練
が
必

要
と
考
え
る
が

ど
の
よ
う
に
捉

不
登
校
生
徒
の
学
ぶ

環
境
整
備
に
つ
い
て
問
う

問　

発
達
障
が
い
、
貧
困
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
子
供
た

ち
が
一
つ
の
教
室
で
同
じ
進

度
で
学
ぶ
こ
と
に
限
界
が
き

て
お
り
、
仕
組
み
の
在
り
方

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

教
育
長　

登
校
し
な
い
場
合

の
居
場
所
や
学
び
の
選
択
肢

は
、
現
状
で
は
ま
だ
少
な
い

が
、
公
の
役
割
と
し
て
、
全

て
の
子
供
の
学
び
の
保
障
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

や
各
居
場
所
と
の
連
携
を
図

る
等
、
で
き
る
範
囲
か
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

対
策
に
つ
い
て
問
う

問　

施
政
方
針
で
掲
げ
る
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気
で

安
心
な
ま
ち
の
達
成
の
た
め
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

住
み
続
け
ら
れ
る
創
意
工
夫

新
た
な
視
点
で
取
り
組
む

市
政
を
!!

公
明
党
逗
子
市
議
団
　
江
渕
　
真
紀
子
　
議
員

高
齢
者
が
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
に

住
み
続
け
る
創
意
工
夫
に
つ
い
て

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
桐
ケ
谷
　
一
孝
　
議
員

小
児
医
療
費
助
成
高
３
ま
で
拡
充

所
得
制
限
撤
廃
は
県
内
市
初
実
施

多
世
代
が
交
流
で
き
る

公
園
や
居
場
所
を

投
票
用
紙
記
入
補
助
具

と
め
い
す
い
く
ん

「めいすいくん」は明るい選挙のイメージキャラクター

わ
た
し
の
人
生
手
帖

ず
し
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
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ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
広
場
９
月

工
事
着
手
で
４
年
間
利
用
停
止
！

無
会
派
　
加
藤
　
秀
子
　
議
員

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　
髙
野
　
毅
　
議
員

進
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。

こ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
に

位
置
付
け
ら
れ
た
施
策
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
デ
ジ
タ
ル

化
実
行
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。
今
年
度
も
引

き
続
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
す
Ｄ
Ｘ
の
取
組

を
推
進
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
中
心
市
街
地

活
性
化
、
防
災
対
策
、
新
宿

滞
水
池
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

用
に
は
活
用
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
施
設
へ
の
送
迎
車
両

等
、
移
動
に
係
る
既
存
の
地

域
資
源
の
発
見
も
期
待
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
こ
と
で
、
市
内
で
も
公

共
交
通
の
行
き
届
か
な
い
地

域
に
お
い
て
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
事
例
を
生
み
出

せ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
し
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を

問　

ア
ナ
ロ
グ
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

組
織
力
を
高
め
、
住
民
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
職
員
の
働
き
方
を
改
善

し
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
、

住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
Ｄ
Ｘ
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市

の
取
組
状
況
は
。

市
長　

総
務
省
が
策
定
し
た

自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）
推
進
計
画
を
踏
ま
え
て
、

今
年
４
月
に
逗
子
市
Ｄ
Ｘ
推

工
事
に
支
障
の
無
い
範

囲
で
利
用
可
能
に

問　

ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ

広
場
は
配
水
池
耐
震
補
強
工

事
の
た
め
、
４
年
間
使
用
禁

止
と
な
る
旨
、
県
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。
利
用
団
体
か
ら

は
工
事
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
使
用
の
継
続
を
求
め
る
声

が
あ
る
。
市
の
見
解
は
。

市
民
協
働
部
長　

市
か
ら
も
、

県
企
業
局
へ
工
事
期
間
中
の

利
用
に
関
し
配
慮
を
お
願
い

し
て
い
る
。

光
明
寺
・
南
ヶ
丘
団
地

へ
新
た
な
公
共
交
通
を

問　

今
後
、
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
計
画
策
定
に
よ
り
公

共
交
通
空
白
地
域
で
は
ど
の

よ
う
な
解
消
に
つ
な
が
る
の

か
。

市
長　

計
画
を
策
定
す
る
過

程
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
地

域
の
課
題
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
一
般
利

の
後
の
方
向
性
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

令
和
７
年
度
に
基
本

設
計
、
８
年
度
に
実
施
設
計
、

９
年
度
に
施
設
整
備
を
進
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
小
坪

漁
港
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
、

周
辺
地
域
と
連
携
し
、
地
域

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
魅
力

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
逗
子
海
岸
花

火
大
会
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

の
の
、
逗
子
海
岸
西
浜
の
砂

の
浸
食
は
続
い
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
砂
の

定
着
を
図
る
に
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
か
等

の
検
討
を
す
る
た
め
、
専
門

家
協
力
の
も
と
調
査
が
開
始

さ
れ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
デ
ー
タ
収

集
、
分
析
を
進
め
る
の
か
。

市
長　

陸
上
や
海
底
か
ら
画

像
や
デ
ー
タ
を
約
１
年
か
け

て
収
集
し
、
５
月
末
に
終
了

し
た
県
の
養
浜
工
事
後
の
砂

の
動
き
に
つ
い
て
分
析
を
進

め
て
い
る
。
様
々
な
知
見
を

得
て
か
ら
最
終
的
な
方
向
性

を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
漁
師
が
主
役
」　　
　

小
坪
漁
港
の
海
業
振
興

問　

昨
年
、
小
坪
漁
港
が
水

産
庁
の
海
業
振
興
モ
デ
ル
地

区
に
選
定
さ
れ
、
事
業
計
画

の
骨
子
が
作
成
さ
れ
た
。
今

年
度
は
骨
子
を
も
と
に
市
民

参
加
で
基
本
計
画
を
策
定
し

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

生
ご
み
の
分
別
収
集
で

資
源
化
減
量
化
を
推
進

問　

来
年
３
月
か
ら
生
ご
み

の
分
別
収
集
が
開
始
さ
れ
る
。

現
在
の
燃
や
す
ご
み
と
同
日

に
生
ご
み
の
収
集
も
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
る
が
、
別
々

の
パ
ッ
カ
ー
車
で
回
収
す
る

と
な
れ
ば
今
ま
で
以
上
の
労

力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
今
後
の

収
集
体
制
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

工
夫
し
、
現
状
の
人
員
体
制

で
対
応
す
る
。
収
集
委
託
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
３
月
か

ら
の
生
ご
み
分
別
収
集
の
業

務
委
託
を
含
め
た
一
般
競
争

入
札
を
実
施
し
、
事
業
者
が

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

来
年
に
向
け
、
遺
漏
が
な
い

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

砂
浜
の
保
全
に
向
け
て

海
流
調
査
を
ス
タ
ー
ト

問　

県
が
毎
年
サ
ン
ド
リ
サ

イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
る
も

9
月
よ
り
使
用
停
止
に
な
る

「
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」

効
率
の
よ
い
収
集

体
制
の
構
築
を
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一
般
質
問
の
要
旨

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の録画をご覧いただけます。� ※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

一
歩

市
政
ク
ラ
ブ
　
服
部
　
誠
　
議
員

逗
子
か
ら
世
界
平
和
を
訴
え
る
！

新
た
な
平
和
都
市
宣
言
を
！

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
丸
山
　
治
章
　
議
員

災
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
傾

向
に
あ
る
。
こ
の
機
運
を
逃

さ
な
い
よ
う
、
ま
ず
は
現
行

の
制
度
に
つ
い
て
、
改
め
て

周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
型
の
啓
発

活
動
か
ら
現
地
に
出
向
く

﹁
出
張
無
料
簡
易
診
断
﹂
な

ど
の
啓
発
の
工
夫
で
耐
震
化

を
促
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
独
立
記
念
日
、

自
殺
対
策
、
防
犯
灯
、
ス
ポ

ー
ツ
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

く
記
録
に
と
ど
め
る
必
要
が

あ
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、

慰
霊
碑
建
立
に
つ
い
て
の
市

長
の
見
解
は
。

市
長　

慰
霊
碑
建
立
に
つ
い

て
は
市
と
し
て
建
立
を
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
地

域
や
関
係
す
る
方
々
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
行
政
と
し
て

で
き
る
支
援
を
考
え
て
い
き

た
い
。

教
育
部
長　

将
来
的
に
新
し

い
市
史
を
編
さ
ん
す
る
際
、

新
た
な
資
料
の
蓄
積
や
研
究

の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
市
の

歴
史
と
し
て
改
め
て
記
載
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

市
内
の
耐
震
化
を
急
ぐ

べ
き
！

問　

大
き
な
地
震
発
生
時
に

倒
壊
が
予
測
さ
れ
る
旧
耐
震

基
準
の
１
８
０
０
棟
の
木
造

住
宅
に
つ
い
て
、
利
用
し
や

す
い
新
た
な
施
策
が
必
要
と

考
え
る
が
。

市
長　

今
年
１
月
の
能
登
半

島
地
震
を
受
け
、
市
民
の
防

憲
政
の
神
様
の
言
う

「
廃
藩
置
県
を
世
界
で
」

問　

今
年
は
尾
崎
行
雄
没
後

70
年
で
あ
り
非
核
平
和
都
市

宣
言
20
周
年
で
も
あ
る
。
新

た
に
世
界
連
邦
・
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
行
い
、
世
界
平

和
に
つ
い
て
よ
り
積
極
的
に

行
動
す
べ
き
で
は
。

市
長　

尾
崎
行
雄
氏
が
世
界

の
恒
久
平
和
と
人
類
の
福
祉

を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
世

界
連
邦
運
動
を
起
こ
さ
れ
た

こ
と
は
、
大
変
尊
い
こ
と
だ

と
感
じ
て
い
る
。
世
界
の
恒

久
平
和
は
、
私
た
ち
人
類
の

共
通
の
願
い
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、
世
界
連
邦
と
い
う
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
新
た
に
宣
言
す
る
と
い
う

考
え
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

「
砲
台
に
消
え
た
子
供

た
ち
」
に
慰
霊
碑
を
！

問　

来
年
は
事
件
発
生
か
ら

80
年
。
極
端
に
情
報
が
少
な

い
中
、
逗
子
の
歴
史
を
学
ぶ

会
と
協
力
し
て
、
よ
り
詳
し

医
療
ケ
ア
要
支
援
者
な
ど
も

避
難
さ
れ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

非
常
用
電
源
等
の
整
備
を
は

じ
め
、
防
災
備
蓄
物
資
の
拡

充
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討

す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
課
題
解
決
に
向
け

て
、
施
設
管
理
者
を
は
じ
め
、

福
祉
専
門
職
な
ど
と
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
合
理
的
配
慮

の
提
供
義
務
化
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
し
て
い
く
中
で
、
災
害

廃
棄
物
の
処
理
が
非
常
に
重

要
と
な
る
。
市
長
の
御
所
見

を
伺
う
。

市
長　

本
市
で
は
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
本
計
画
で
は
、
災
害
時

に
お
け
る
初
動
対
応
に
特
化

し
た
手
順
及
び
平
時
の
事
前

検
討
事
項
が
策
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

事
項
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
、
現
在
、
災
害
時
の
一

般
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
初

動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

問　

市
内
８
か
所
が
指
定
さ

れ
る
予
定
の
福
祉
避
難
所
は

現
時
点
で
は
十
分
な
準
備
、

調
整
、
そ
し
て
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
福

祉
避
難
所
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
市
長
の
御
所
見

を
伺
う
。

市
長　

福
祉
避
難
所
に
は
、

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進

法
の
対
応
に
つ
い
て

問　

今
年
の
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
孤
独
・
孤
立
対
策

推
進
法
は
孤
独
・
孤
立
に
悩

む
人
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
社
会
、
相
互
に
支
え
合
う

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
る
社
会
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て
、
市
長
の

御
所
見
を
伺
う
。

市
長　

孤
独
・
孤
立
の
問
題

は
、
育
児
、
介
護
や
ダ
ブ
ル

ケ
ア
等
の
地
域
生
活
課
題
を

更
に
悪
化
さ
せ
る
要
因
で
あ

る
と
と
も
に
、
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
課
題
解
決
に
向

け
た
第
一
歩
と
し
て
﹁
孤
独
・

孤
立
﹂
に
つ
い
て
の
正
し
い

理
解
と
課
題
の
共
有
化
を
図

り
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

地
域
を
目
指
し
て
い
く
。

大
災
害
時
の
廃
棄
物
処

理
に
つ
い
て

問　

大
災
害
が
発
生
し
た
後

世
界
連
邦
政
府
運
動
に
邁
進

し
た
尾
崎
行
雄
の
碑

能
登
半
島
地
震
七
尾
市
で
の

災
害
ゴ
ミ
仮
置
き
場
支
援



2　校

　地方公共団体には今、急激な少子高齢社会の到来を受け、
子育て、医療、介護など社会保障制度の整備が求められて
いるとともに、人口減少をにらんだ地域活性化対策や、脱
炭素化を目指した環境対策、デジタル化に対応した施策の
充実など極めて多岐にわたる役割が求められている。さら
に、自然災害の激甚化、頻発化を踏まえた社会インフラの
耐震化や地域医療体制の充実が求められている。
　よって、逗子市議会は国に対し、2025年度政府予算及
び地方財政の検討に当たっては、増大する行政需要に対応
した財源確保を念頭に、より積極的な地方財政確立のため
に、次の事項が実施されるよう要望する。

１　�社会保障の維持・確保、人への投資を含めた地域活性
化、デジタル化、脱炭素化、防災・減災、物価高騰対
策、地域公共交通の再構築など、地方公共団体の増大
する行政需要を的確に算定し、住民生活を支える行政
体制の構築・サービスの提供に関わる人件費を含めた
一般財源の充実を行うこと

２　�子育て、医療、介護や虐待防止、生活困窮者自立支援な
ど、地域社会の社会保障ニーズに対応できる制度と人
材が継続的に確保・育成できる財源措置を講じること

３　�地方交付税の法定税率の引上げを行うこと。また、所
得税及び消費税を対象に地方税への税源移譲を積極的

に行うこと
４　�会計年度任用職員への勤勉手当の支給を含め、雇用の
安定と処遇の改善が図れるよう十分な財政措置を行う
こと

５　�特別交付税の配分に当たり、諸手当等の支給水準が国
の基準を超えている自治体に対して、その取扱いを理
由とした特別交付税の減額措置を行わないこと。とり
わけ地域手当については、県内で同様の職務を担って
いるにもかかわらず、支給割合に大きな格差が生じて
いること、近隣自治体間における支給割合の差により
人材確保上の困難が生じていることから、自治体の自
己決定権を尊重し、特別交付税の減額措置を廃止する
こと

６　�地域公共交通の維持が容易でなくなっている現状を踏
まえ、公共交通専任担当者の積極的な確保などを含め
た財政措置を行うこと。また、地域公共交通の維持・
拡充を主眼とし、一層の施策充実を図ること

７　�地方交付税の財源保障・財政調整機能の強化を図り、
地方公共団体の実情に応じた対策を講じること

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和６年６月20日� 逗　子　市　議　会

地方財政の充実・強化を求める意見書
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一
般
質
問
の
要
旨

問　

こ
の
半
年
、
接
収
地
か

ら
流
れ
る
池
子
川
の
白
濁
が

複
数
回
確
認
さ
れ
た
。
横
須

賀
や
相
模
原
の
基
地
関
連
水

域
で
有
毒
な
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
等
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

池
子
川
で
も
調
査
す
べ
き
だ
。

市
長　

県
や
米
軍
か
ら
は
関

連
機
材
を
対
処
済
み
と
聞
い

て
お
り
、
市
と
し
て
は
問
題

な
い
も
の
と
考
え
る
。

※
こ
の
他
に
、
ベ
ン
チ
を
利

用
し
た
散
策
路
整
備
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

安
。
こ
れ
ら
問
題
を
解
決
し
、

同
区
域
が
掛
る
２
５
０
０
世

帯
の
存
続
を
か
け
住
宅
政
策

に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長　

同
区
域
か
ら
安
全
な

地
域
へ
の
移
住
促
進
を
掲
げ
、

住
宅
移
転
補
助
制
度
を
創
設

し
た
。
安
心
安
全
を
最
優
先

に
住
環
境
を
形
成
し
た
い
。

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
②

庁
内
に
検
討
チ
ー
ム
を

問　

国
策
ど
お
り
、
中
心
市

街
地
に
２
５
０
０
世
帯
を
移

住
さ
せ
て
は
津
波
や
洪
水
に

飲
み
込
ま
れ
る
。
山
に
囲
ま

れ
海
に
開
く
本
市
の
地
勢
か

ら
﹁
天
災
で
安
全
な
場
所
な

ど
な
い
﹂
前
提
で
都
市
像
を

描
く
べ
き
。
庁
内
横
断
し
た

検
討
チ
ー
ム
を
編
成
さ
れ
た
い
。

環
境
都
市
部
長　

検
討
チ
ー

ム
編
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、

必
要
に
応
じ
幅
広
い
各
課
の

連
携
を
図
り
た
い
。

池
子
川
が
白
濁
・
環
境

汚
染
の
原
因
究
明
を

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
①

2
5
0
0
世
帯
に
影
響

問　

土
砂
災
害
防
止
法
に
よ

る
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
）
指
定
は
、
単
な
る

警
戒
箇
所
の
明
示
に
と
ど
ま

ら
ず
、
関
係
す
る
建
築
関
連

法
と
と
も
に
本
市
に
多
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

①
同
区
域
が
掛
る
土
地
の
課

税
評
価
額
が
３
割
減
と
な
り
、

本
市
は
毎
年
９
０
０
０
万
円

超
え
の
歳
入
を
失
う
が
、
市

場
評
価
額
は
そ
れ
以
上
に
下

落
。
山
の
根
一
部
地
域
で
は

新
築
の
不
動
産
流
通
が
３
年

間
滞
っ
て
い
る
②
金
融
機
関

が
同
区
域
の
掛
る
土
地
へ
融

資
し
な
い
③
相
続
の
際
、
同

区
域
を
売
却
し
納
税
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
る
恐
れ
④
避

難
所
敷
地
の
一
部
が
同
区
域

に
掛
り
、
県
が
開
設
に
難
色

⑤
消
防
各
署
か
ら
１
.５
㎞

圏
外
に
あ
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
、

延
長
５
０
０
ｍ
も
の
同
区
域

が
存
在
。
鎌
倉
が
予
定
す
る

浄
明
寺
出
張
所
の
移
転
に
不

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました

天
下
の
悪
法
「
土
砂
災
害
防
止
法
」

の
功
罪
と
、
池
子
川
の
汚
染無

会
派
　
松
本
　
寛
　
議
員

山
に
囲
ま
れ
海
に
開
く
地
勢
は

防
災
上
、
多
大
な
リ
ス
ク
も

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の録画をご覧いただけます。� ※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。
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令
和
５
年
度
議
長
交
際
費
及
び
政
務

活
動
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

議
長
交
際
費
は
、
議
長
の
交
際
に
係

る
経
費
で
、
令
和
５
年
度
中
の
支
出
の

状
況
は
、
下
表
の
議
長
交
際
費
使
途
別

一
覧
の
と
お
り
で
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、
市
議
会
議
員
に
必

要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
議
員
又
は
会

派
に
交
付
す
る
交
付
金
で
、
議
員
１
人

当
た
り
月
額
２
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
中
の
支
出
の
状
況
は
、

左
表
の
政
務
活
動
費
収
支
報
告
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、
議
員
又
は
会
派
別
の
収
支
に

つ
い
て
は
、
政
務
活
動
費
収
支
報
告
一

覧
（
下
段
の
表
）
の
と
お
り
で
す
。

令和5年度 政務活動費収支報告一覧 （単位:円）

議員名
又は会派名 加藤　秀子 橋爪　明子 佐藤　恵子 平野　和之 松本　寛 眞下　政次 丸山　治章 桐ケ谷一孝 八木野太郎 菊池　俊一

公明党
逗子市議団

田幡　智子
江渕真紀子

市政クラブ

髙野　　毅
匂坂　祐二
服部　　誠
桑原　泰恵

収 

入 

交付金 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 480,000 960,000

支
　
　
出

調査
研究費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30,350 29,960

研修費 0 0 0 0 0 89,550 0 0 0 0 0 32,500

広報・
広聴費 276,140 88,110 129,616 314,631 111,760 0 0 246,977 61,422 220,000 300,967 690,983

要請・
陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資料
作成費 0 0 0 0 20,000 0 0 0 0 0 0 0

資料
購入費 0 7,732 39,183 0 55,539 7,887 91,850 0 0 0 28,380 57,976

事務所費 0 147,156 86,965 0 71,703 0 0 0 192,919 46,627 655 37,646

合　計 276,140 242,998 255,764 314,631 259,002 97,437 91,850 246,977 254,341 266,627 360,352 849,065

返還金額 0 0 0 0 0 142,563 148,150 0 0 0 119,648 110,935

※会派の名称及び所属議員の人数は令和6年３月31日現在。

令和5年度　議長交際費・政務活動費報告令和5年度　議長交際費・政務活動費報告

令和5年度 政務活動費収支報告 （単位：円）

①交付金額 3,840,000

②支出金額 3,515,184

 調査研究費 60,310

 研修費 122,050

 広報・広聴費 2,440,606

 要請・陳情活動費 0

 会議費 0

 資料作成費 20,000

 資料購入費 288,547

 事務所費 583,671

③議員・会派負担額 196,480
残額（返還金額）
　　　＝①−（②−③） 521,296

令和5年度 議長交際費使途別一覧

区 分 件数（件） 金額（円）

総会等の祝金・参加会費等 25 187,590

香料・供花代 3 36,500

合　　　　　　計 28 224,090
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　神奈川県が指定放課後等デイサービス事業所海
山時間を運営する合同会社レインボーグロウに対
して児童福祉法に基づく監査を実施した結果、不
正請求件数も多くその額は約234万円にのぼり、
そのうち逗子市分は187万9,583円であった。不正
請求は、令和４年１月以降継続的に行われていた
ことから、違法性が強くその程度は著しく悪質で
あると判断された。
　また、監査実施の際には、本件事案の経緯を知っ
ている当該事業所の児童発達支援管理責任者に調
査の対応を求めたが、これに応じず、妨害・忌避
があったことから、令和６年３月31日指定障害児
通所支援事業者の指定の取消しを行った。
　これにより、利用者は他の事業者のサービスを
利用せざるを得なくなり、大きな負担を与えた。
　既に当該事業者からは、逗子市に対して不正請
求額の返還金及び40％にのぼる加算金の納付が完
了しているが、実際に行われていないサービスを
あたかも実施したように欺き、書類を偽造して不

法の利益を得た行為は明らかな詐欺行為であり、
刑罰が必要である。
　また、本件は現職逗子市議会議員の経営関与も
強く疑われており、逗子市議会、逗子市及び福祉
業界への社会的信用を著しく毀損した。
　逗子市として刑事告訴は、捜査が行われた場合
利用していた保護者の負担が見込まれること、現
状より重い処罰を科すことができる可能性は低い
と考えられることから必要ないものとしているが、
本件は、主犯、共犯、動機がいまだに不明であり、
事件の全容を明らかにすることは、再発防止の観
点でも必須であると考える。
　よって、逗子市議会は、市長に対し、指定放課
後等デイサービス事業所海山時間の不正請求に関
し、刑事告訴することを強く求めるものである。

　以上のとおり決議する。

　令和６年６月20日� 逗　子　市　議　会

指定放課後等デイサービス事業所海山時間の不正請求に関し刑事告訴を求める決議

今定例会で可決した決議を関係機関に送付しました
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会　　　　　派　　　　　名 自民党
逗子市議団 市政クラブ 公明党 無会派

件　　　　　　　　　　　　名

付
託
委
員
会

議　　決　　結　　果

眞
下
政
次

丸
山
治
章

八
木
野
太
郎

桐
ケ
谷
一
孝

菊
池
俊
一

髙
野
　
毅

匂
坂
祐
二

服
部
　
誠

田
幡
智
子

江
渕
真
紀
子

加
藤
秀
子

橋
爪
明
子

佐
藤
恵
子

桑
原
泰
恵

平
野
和
之

松
本
　
寛

市長提出議案

専決処分の承認について
［令和 6 年度逗子市一般会計補正予算（第 1 号）］ ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

逗子市子ども・子育て会議条例の一部改正について 教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 6 年度逗子市一般会計補正予算（第 2 号） 総
教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 6 年度逗子市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

令和 6 年度逗子市下水道事業会計補正予算（第 1 号） 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について（中澤　洋氏） － 異議ない
旨答申 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について（梅原　三枝氏） － 異議ない
旨答申 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出意見書案等

地方財政の充実・強化を求める意見書 － 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
指定放課後等デイサービス事業所海山時間の不正請求に関し
刑事告訴を求める決議 － 可決 × ○ ○ ○ ○ × ＊ × ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ 退

※　付託委員会 ：  総 …総務常任委員会　　教 …教育民生常任委員会　　－ …委員会付託を省略
※　賛否状況 ： ○…賛成　　×…反対　　＊議長は、採決に加わらない。
　　　　　　  除…除斥（地方自治法第117条の規定により、配偶者に関する議事には参加できない。）　　退…退席　　
※　公明党 ： 公明党逗子市議団の略

第 2回定例会の議案等の賛否状況一覧


